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          安野 光雅 『旅 の絵 本』 を読 む とい うこ と

     一 絵本 というメディアにおける生の感情 としてのユーモア

                   佐々木 美 砂

は じめ に

 安野光雅(1926-)の 「旅 の絵本』(1977)は 、現 在 も版を重ね息長 く読 み継 がれてい る絵本であ り、旅の

舞台 を変え てシ リーズ化 もされてい る1)。絵本 としては珍 し く、保育 園、幼 稚園、小学校 ばか りか中学校 の

図書室 にまで置かれてい ることが多 く、 また、子 どもと一緒 に絵本を楽 しむ親た ちや、昔読んだ絵本の続編

を大人 にな ってか ら手 に取 る人た ちな ど、幅広 い年齢層の人たちに愛読 されて いる。

 『旅 の絵本』 は、他の シ リー ズも含めて基本的 に絵本の構成が共通 してい る。絵本 に文字(文 章)は な く

イラス トレーシ ョンだけで、一人の旅人 ら しき者が登場 し、その土地を通過 して い くという設定で ある。読

者 は旅人 を追 いながら絵本 を読み進め るとともに、決 まった アングルか ら終始一定 した視点の もとで この絵

本 を見 ることになる。絵本 の中で は特別 な冒険や事件が起 こることはな く、 したが って、読者 も血沸 き肉躍

るよ うな冒険 の旅 に興奮す ることはな い。 それ にもか かわ らず、読者 は絵本を見 ることによって、心 は旅 を

した後のよ うに世界 に開かれ、世界 に対す る安心感や信頼感 を覚 える。 この ような意味 において、『旅の絵

本』 は特異 で不思議 な絵本 といえるで あろう。

 このよ うな 「旅 の絵本』 の不思議 な魅力 はいったい何 であるのか、 また、 ど うして生 じるのだろうか。本

論 では、 この問題 を考察す るにあた って、「ユー モア」 が重要 なキー ワー ドとなる。本論 は 「旅の絵本』 の

研究 である とともに、絵本 とい うメデ ィアにおける生 の感情 と してのユ ーモアについての研究 である。 この

観点か ら、最初 に 「旅 の絵本』 の先行研究 を整理 してお こう。 『旅の絵本』 と同年 に出版 された絵本作家文

庫 『安野光雅』(1977)は 、 ま とまった安野研究 の資料 にな ってお り、上野瞭 による 「切符のな い旅」 や村

松武 司による 「天使たちの視野 で」 といった 「旅の絵 本』論が収録 されてい る。最 も早 い時期のr旅 の絵本』

論 といえ るだろ う。

 上野 は、『旅 の絵本 』を灰色の男 に仮託 され た 〈通 過の ドラマ〉 である とい う。 そ して、灰色 の男 によ る

旅、つ ま り頁 か ら頁の流れを用意す ることによ って、空間だ けではな く、 〈新 しい時間〉の創造 に挑戦 しよ

うと した ことを指摘 してい る。それはエ ッシャー的世界か ら一歩踏み出 した安野光雅の世界で、微細に描か

れ たネバ ー ラン ドで あると評 価 した[上 野1977:2-7]。 上野 の 「時間」 につ いての着眼は この作 品を読む

うえで重要であ るが、残念な ことに、 ここで は 〈新 しい時間〉が何であ るのかの解釈 まで は踏み込 まれて い

な い。

 村松 は、 読者 が 「旅の絵本』 を閉 じて もその旅 は終わ らない とい う。 『旅の絵本』 を眺める作者 およ び私

たち観客 の 目は、風景 よ り幾分 高い ところ(だ が鳥鰍的 ではな く、 目を45度 伏せ る程度)か ら、 この人生

の旅 を見 る。 だか ら私 たちは 『旅の絵本』 の主人公 ではあ りえず、旅 を見 る者、人生 を見 る者で あ り、 その

とき私たちは、人間で も神で もない、人 々の幸を願 う天使 たちだ と述 べて いる。 また村松 は、 『旅の絵本』

を優 し く慈愛 にみちた作品で ある と評価 して いる[村 松1977:57-67]。 安野 の作品 を理解 する上 で欠か せ

ない 「視 点」 を取 り上 げている こと、 そ して 「旅 の絵本』 を構成 している視点 を 〈天使 たちの視野〉 と した

こと、 さらに優 しく慈愛 にみちた作 品である とす る村松 の指摘 は、 この絵本 の不思議 な魅力 を考察 する上 で

重要であ る。

 一方、 安野の作品については、論 文よ りも絵本 紹介や絵本解説 、絵 本についてのエ ッセイ として書 かれた

ものの方が数多 くあ る。正置友子は 『旅の絵本』 の紹介で、 この絵本 の旅人 は、所 詮、単 な る旅 人にすぎな

い という。人生や旅がただ とお りすが りの もので、生 きてい く過程で出会 った人た ちや 自然や事 柄がただ 目

にうつ って いるもの、なんの関わ りを もたない もの とすれば、生 きてい くこと、旅をす ることに、 どうい う

意味 があ るのか と述べ てい る[正 置1982:88-89]。 なるほ ど、通常、 私た ち読者 は、 絵本の主人公 と一体
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にな り物語の旅を 冒険 し、絵本を楽 しむ。 このように、正置 も、旅人e主 人公 と して と らえ、 この絵本 を読

んだ もの と思われ る。だが、 も しこの旅人 が、正置 のいうように 「とお りす が りの旅人」 にす ぎないとす れ

ば、旅 人を主人公 と して とらえ ることはで きないだろ う。 この ような正置 の発言 か ら、私 たちは、絵本 の全

場面 に登場 す る旅人を、あたか も主人公の ように見 て しまいが ちで あったことに気づ かされ るので ある。

 上野が指摘す る 「灰色の男」=「 旅人」は何者 なのか、そ して村松が指摘す る 「天使たちの視野」 とはい っ

たい何 なのか、なぜ正置が指摘す るように旅人 は単 なる旅人 にす ぎないように見え るのか。 これ らの指摘 は

それぞれ重要なポイ ン トを指示 して はいるが、 いず れ も作品全体 を トータル に分析す る理論 的な視点 に欠 け

てお り、印象批評の レベルを超えては いな い。 これ らの指摘 は、すべて 「ユー モア」 というテーマに収敏 し

てい るのではないか というのが筆者の考えで ある。

 これまで に も 『旅 の絵本』のユ ーモアについて は論 じられ てきた。 『旅の絵本』 では、取 り上げた土地 の

名所 や建築物 、祭 り、文学、人物、有名絵画な どが作 中にさりげな く描かれて いて、読者 はそれ を発見す る

楽 しさがあ る。その際 に論 じられてい る 「ユー モア」 とい う評価 は、絵本 に発見 の楽 しさとおも しろさが あ

る こと、 もし くは作者 の遊 び心 を指 して いる。 この よ うな評 価が まちが ってい るわ けではな い。 しか し、

「発 見の楽 しさ とお もしろ さ」 は、安野 が作 りだ した絵本 に遊 び とい う出来事が生起す るよ うな仕掛 けと し

て とらえ るべきであ り2)、『旅の絵本』の根底 に流れ るユーモア とは別の もの と して考え るべ きなので はない

か。 これまでの研究はそれを混同 して とらえ、分析抜 きの 「ユー モア」 という言葉で ひと くくりに してきた

よ うに思われ る3〕。 だが、 この ような 「ユーモア」 という言葉 の使用法 は、不十分で不正確 な ものであ る。

それ とい うの も、 ユーモアは、本来、私た ちが 日常使用 してい る何かおか しさや笑 いを誘 う事態や人物 をさ

してい る 「ユーモア」以上の ものだか らで ある。筆者 もまた、 これか ら安野の作品 を 「ユー モアの視点」 と

い う言 葉で性格づ けるだ ろう。 しか し、 この ときのユ ーモ アは、 日常、私た ちが使用 して いる 「ユ ーモア」

とは異 な る意 味を もつのであ る

 それでは、安野 のユーモア とは何な のか。 『旅の絵本』の作品世 界 とは何なのか。 これ らはすべて、安野

が こだわ ってい る視点 を抜 きには語 ることが できな い。そ のため に、 まず 『旅 の絵本 』の前 に制 作 され た

『ふ しぎなえ』 におけ る安野の視点か ら論 じて いこう。

1.『 ふ しぎなえ』か ら 『旅 の絵本』へ

 『ふ しぎなえ』(1968)は 、安野 が初 めて描 いた絵本で ある。文字(文 章)の ない絵本 で、 見開 きで一枚

の絵 が描かれ てお り、それが集 ま って一冊 の絵本 にな ってい る。上野 瞭 も指摘 して いた ように 『ふ しぎなえ』

は、 オラ ンダの画家エ ッシャー(M.0.Escher)の 作品 と類似点が多 く見 られ る。 そ こで、 エ ッシャー作品

と比較 する ことによ って見えて くる安野の独 自性を指摘す ることによって、安野の視点の特質を考察 して お

こう。 その独 自性 が、 これか ら述べ る 『旅の絵本』 におけ る安野の視点 と深いかかわ りを もつので ある。

 安野 とエ ッシ ャーの作 品は、 トロンプ ・ルイユ(だ ま し絵)の 手法を使 って、 日常的な常識の視点を変容

させ ることで作 りだす驚 きや不思議 さに類似 点を見 ることができ る。 しか し、 エ ッシャーの絵が見 る者 に感

情移入 を許 さない数 学的無 限に向か うのに対 し、安野の絵 は人 々の 日常の営み に向か ってい くという点で相

違 を見 ることができる。

 安野 とエ ッシ ャーのこの相違 は、 「色」 「枠」 「絵 のス トー リー性」 「リズム」 とい う四つの観点か ら比較す

ることができる。 これについては別の ところですで に発表 したので、 ここでは 「色」 か ら見えて くる二人の

相違 につ いて簡単 に述べ よ う4)。

 「色」 とは、作品 の色彩 のこ とである。安 野の作 品は、水 彩画 でカラーを使用 してい る。 エ ッシャーの作

品は、 カラー を使用 した作 品がないわけではないが、 作品の多 くはモ ノクロームであ る。モ ノクローム とカ

ラー とでは質 的に差 がある。 モノク ロームは余計な感情移入 を拒否 し、 形態や構造に本質的な ものを シンプ

ル に見せ ることが できる5)。したが って、 エ ッシャーの作品がモノ クロームで シンプルな版 画であ ることが、

見 る者の思 い入れ をはねつ けるよ うな硬質 の客 観性 を もたせるこ とにな り、 だま し絵 を効果 的に成立 させ る

ことになった。安野 は、 モノク ロームがだま し絵の効果を強め る働きを もつ ことを知 ってい るに もかかわ ら

ず、 カラー の作品 を描 いた。 このこ とが、二人 の作品の 目指す方 向、質 の違いをよ くあ らわ してい る。

 エ ッシャー は、平面 の正則分割 による繰 り返 しや、 円による極 限構造、 円環、 球面、 螺旋、 そ してメタモ
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ルフ ォーシスによる循環性 と絶 えざる変容 に象徴 され るように、一枚の絵 の中に 「無限」を描 きだす ことを

テーマ とした。「無限」 を表現 する とき、 白と黒 のモ ノクロームが彼 の試 み る本質 の追求 とな り、同時 に、

作品に緊追 した透徹 さを もた らす ことになる。 しか し、エ ッシャーにとって、 白と黒の対比 は単な る作品制

作上 の技法 なのではな く、 それ以上 の意 味を もつ。彼 自身 も 「善 は悪が な くて は存在 しませ ん。従 って、神

とい う観念 を受け入れるのな ら、 同様 に悪魔 の存在 も仮定 しなけれ ばな りません。 これ が釣 り合 いという も

ので、 この二元性 が私 の人生です。(略)つ ま り白と黒 や昼 と夜 といった対比 で、版画 家は この対比 の上 に

生きて いるのです」[エ ル ンス ト1983:28]と 語 ってい る。エ ッシャーの言葉 を頭 に入 れ、 もう一度、彼の

絵を見てみ るな らば、その絵がただ単 に不思議 な絵 なのではな く、彼 の作 品に見 られ る強烈 なパ ラ ドックス

の世界(例 えば、天使 と悪魔が無 限に反復 してい く作 品6)を思 い浮 かべていただ きたい)は 、対立す る二つ

の世界が調和的 に結 びつ く奇跡の瞬間を描いてい ることに気 づ くであろ う。

 一方、安野 は絵 本につ いて、「文字 にかけない、私 の いいた いこと考 えてい ることを うけいれて くれる絵

本 は、私 に とって、安心 して住 める世界 です」[安 野1979:104-106]と 語 ってい る。安野 の創作す る絵本

は、安野 にとって安心 して住め る世界であ るとともに、読者 である私 たちに とって も安心 して住 める世界 な

のだ。安野 はその世界を描 きだすたあ に、あえて カラーを使 用 したのであ る。 やわ らかな線 と淡 く彩色 され

た小人 たちのたわむれ る世界 には、た しか にエ ッシャー と同様のだま し絵の手法 が使 用 されてい る。 しか し、

エ ッシャーのような数学的 に計算 されたパ ラ ドックスの世界ではな く、 より日常的な世界のやわ らかな不思

議 さを描 きだ しているの だ。そ して、エ ッシャーの作品が見 る者 に感情移 入を許 さない閉 じた世界 であ るの

に対 して、安野の作品 は見 る者 に自由な空想の翼を与えて くれ る。 この安 心 して住め る絵本世 界では、 日常

の中にた くさんの不思議や驚 きや楽 しさが存在 し、読者はそれを存分に堪能で きるのであ る。

 安野 は 「ふ しぎなえ』 をは じめ とす る、「新 しい視点」7>をもった絵本 を十年近 くも描 き続 けていたが、 突

然、 それまでの作 品とは手触 りの違 う 「旅 の絵本』 を描 いた。それ まで安野は、不思議 さや発見の驚 きを前

面に出す とい うや り方 で、 トロ ンプ ・ルイユ や錯覚な どの技法を用 いて絵本 に出来事を起 こ していた。 しか

し 『旅 の絵本』で はその ような技法 は影 をひそめ、それ とは異な る方法で絵本に出来事 を起 こし、 また、色

彩 も緑 を多用 することで絵本全体 に穏やかな 印象を もたせ るな ど新 しい展開をみせた。 しか し、根底 に流れ

る 日常 への視点 は、変 わるどころかさ らに強化 された とい って も過言で はない。安野が 『ふ しぎなえ』で見

せた人 々の 日常 に向かってい く視点 は、 その後 の 『旅の絵本』 につなが り、拡張深化 させ られた と考え られ

るのである8)。この 日常へ の拡張深化 は、 なによ り、視点 のうちに 「時間の流れ」を組み込んだ ことによる。

『ふ しぎなえ』 では時 間は流れ ない。一頁が それ ぞれに完結 した不思議な空間を描 きだ してい る。 そ こで は、

どれほど小人 たちが いきいきと描 かれ たと しても、時間は流れず、ただ不思議 な空間が描かれてい るにす ぎ

ない。 この 日常へ と向か う視点 は、人生 へ と、そ して時間へ と向かってい く。 『旅の絵本』 では、 不思議な

空 間ではな く、人生 の不思議が描 かれ てい くことにな るのだ。 この ような人生の不思議を描 く視点を、本論

文 では 「ユーモアの視点」 と呼ぶ ことにす る。

 ところで、 ここでは作者で ある安野の視点 につ いて論 じて きたが、読者 の視 点 についての説明 も必要であ

ろ う。絵本 を読 む(見 る)と いうことは、絵 に表現 された作者の視点を読者が追体験 してい く。作者(あ る

いはイラス トレーター)は 、絵本 にその作者特有の視点を組み込む ことで、出来事を生起 させ る仕 掛 けを作

りだ してい く。 それによ って、絵本 には、絵本特有の楽 しさが生 まれ るのだが、読者 はその楽 しみを、絵 本

を読 みなが ら享受す るのだ。 このように考え ると、安野が選択 した視点 は、読者 に提供 した視点で もあ り、

私 たち読者 の視点 にな りうるわけである。 そ して、安野のユーモ アの視点 は、読者の視点へ とス ライ ドす る

ので ある。

 それでは、 ユーモアの視点の問題を 中心 に、『旅の絵本』を考察 してい くことに しよう。

2.ユ ーモアの視点 で 『旅 の絵本』を読 む

2-1.ユ ーモアとは何か

 まず、本論で いう 「ユ ーモア」 につ いて述べてお こう。 私たちは、 しば しば気 のきいた冗談 やお もしろい

冗談 をいう人 を、ユ ーモ アのある人だ という。た しか に 「ユーモア」 とい う言葉 の 日常的な使 用法 はそ うで

ある。 しか し、西洋のユ ーモアの精神 史には、 もう一つ別 の系譜 がある。『ユーモア』 の作者 であるエスカ
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ル ビ(R.Escarpit)に よれ ば、 ユーモ ア とはア イロニ ーを超 えて到達す るこ とので きる精神 の運動 を指 し

てい る。

 ユーモア は、「苦悩 や神 経的な緊張 を生 む批判 的な面」 と 「緊張 の緩 和や平衡の獲得 をつ くりだす建設的

な面」 の二つ の面 か らな る弁証 法的な構造を もってい るとい う。 彼は、 この批判的な面を 「アイ ロニー」 と

名づ け、建設 的な面 を 「ユモ リステ ィックな跳ね上が り」 と名づ けた。私た ちは、 しば しば、に っちもさっ

ち もいかないよ うな出口な しの状 況に追い込 まれ ることがあ る。 しか し、 この ような絶望的な苦痛 に満 ちた

破壊的 アイロニーの状況 にと どまる ことはできない。 その ときである。 状況に巻 き込 まれている ものが、四

苦八苦 して いる自分 自身 を笑 う瞬間が訪 れるのだ。 このユモ リステ ィックな跳 ね上 が りによ って、 人は生 き

るに困難 な出口な しの絶望 的な状 況を乗 り超 える ことができるのであ る[エ スカル ピ1961]。

 エスカル ピはユーモアについて次のよ うに述べ る。破裂 しそ うなまでに緊張 した我 々の世界において、ユー

モアは人 々の神経 を眠 り込 ませず に解 きほ ぐし人 々を狂わすことな しに精神 の 自由をあたえ、彼 ら自身の運

命の重 みを、彼 らを押 しつぶす ことな しに彼 らの手 の中に置 くものであ る[エ スカル ピ1961:80コ 、 と。

 エ スカル ピが認識 に焦点 を当てたのに対 して、感情 に焦点 を当ててユーモアを考察 したのはヘフデ ィング

(H.Hoffding)で ある。ヘ フデ ィングは、 エスカル ピによ って示 された精神 の運 動が、 い ったい どのよ う

な生の感情を生みだすか を明 らか に して いる。 ユーモア論 の古典 『生 の感情 と してのユ ーモア』 において、

ヘ フディングは機知 のあふ れた冗談 に見 られ るよ うな ものを 「小 ユーモア」 と名 づけ、 それ に対 し、 こ こで

エスカル ピが述べているようなユーモアを 「大ユーモア」 と名づけた[ヘ フデ ィング1982コ 。 そ して 「小ユー

モア」 が個 別感情で あるの に対 して、「大ユ ーモア」 は全体感情 であるとす る。 しか し、「小ユ ーモア」 だけ

が個別感情 で はない。人生 の矛盾 や不調和、失望 といった ものも個別感情 であ り、 これ ら個別感情 一 大 な

るもの も小な るもの も、高貴な るもの も卑俗 なもの も、明暗 いず れの もの も一 すべ て一つ に包含 したとき、

個別 感情は融合 し組織化 されて、全体感情 にな るという。 そ して、大ユ ーモアにつ いて、次 のように述べ て

いる。

  (大)ユ ーモアの基礎をなす もの は、あ らゆる軽蔑を閉 め出 そうとす る高貴 な心で あ り、他人 の重荷 を

  己が当然の こととして負お うとす る度量の広 さで あり、豊かだが:苦しい経験 の所産であ る哀愁で あ り、

  大きな 目標を 目ざす憧れで あり、 あるい は大関連 のなか にすべてが秩序づ け られて いることを見 てとる

  理 解であ り、偉大な もの に対 して と同様 に、小 さなもの にも生命の息吹 きを感 じとる同情 である。

                             [ヘフデ ィング1982:62括 弧内 は筆者]

 この ような全体感 情が生 じるとき、 「大 ユーモ ア」 は生 の感情 としてのユー モアになるのだ。 ここでいわ

れるユーモアは、 もはや笑 いを誘 う面 白さといった意味で はない。苦悩 を媒介 した生命感情 というこのよ う

な 「ユーモア」 の系譜は、 ソクラテスか らキル ケゴールにお いて見 ることので きる系譜であ る。作家 でいえ

ば、 マー ク ・トウ ェー ン(M,Twain)、 チ ェスタ トン(G.K. Chesterton)、 オーウ ェル(G. Orwell)が 、

この列に入 る。

 「旅 の絵 本』の評価 と して これ まで使われて きた 「ユー モアJと いう言葉 は、機知 のある面 白い作 品とい

う意 味であ った。『旅 の絵本』 には、 くす っと笑わず にはい られないおか しさが含 まれ るのは事 実で ある。

しか し、 これ は 「小ユーモ ア」 であ り、 この ような 「小 ユーモア」の次元だ けで語 って も、『旅の絵本」 が

読者 であ る私たち に与えて くれ る体験 の在 り様 を正確 に語 ったことにはならな い。な によ り 『旅 の絵本』 は、

私たちが この世界 に生 きて いるということの肯定を与 えて くれ、安堵感 に似た ような ものを感 じることが で

きる。 この ような感情 こそ、「大ユー モア」 なので ある。

2-2.ユ ーモアの視点

 それでは、 なぜ 『旅の絵本』 は大 ユーモア とい う全体感情 を もた らすのか。それ につ いては、「視点」 の

問題を抜 きに語 ることはで きな い。 それ は、安野が 「視点」 とい うものに非常 にこだわる作家 であるこ とと

無関係で はない。 安野は 自身の作 品の視 点について語 ること も多 く、『旅の絵本』 の視 点について も、以下

のよ うに語 ってい る。
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  「外国 は何 もか もちが う」 と誰で も漠然 と思 って いる。 しか し木は緑だ し、野の花 は一面 に咲 いている。

  よ く見 ると子 ど もは学校へ急 ぐし、泥棒 もいれば警官 もい る。 結婚式 もあれば、そ こで涙をふ くおか あ

  さん もいる。 そのような風景 は、 目の高 さで見 ると限 りがあ る。それを主観的な視点だ とす ると、空か

  ら見 る場 合は、 いろん な立場 か ら見 る、客観的な視点か ら見 るこ とにな る。(略)わ た しは着陸寸前 の

  視点か ら世界 を見 たとき、 そのような風景 の中に、人間の歴史 と自然 と生活への共感を描 きこんで絵本

  に したい と切 に思 った。                        [安野1991:70]

 このよ うに、安野 は 『旅 の絵本』 を 「着陸 寸前 の視点」か ら描 こうと した。 ところで、 ここでいわれてい

る 「着 陸寸前 の視点」 とは何 なのだろ うか。 そ して、 その 「着陸寸前の視点」が 『旅の絵本』 の制作 にどの

よ うな影響 を及 ぼ しているのだろ うか。 これ らにつ いて考察 して いこう。

 安 野は、主 観的視 点、 客観 的視 点、 着陸寸前 の視点 という三つ の視点 を区別 して見せ た。 それぞれの視 点

を整理 してお こう。主観 的視点 とは、 日々の営 みの目で あ り、そ の土地 に生 きて いる人 々の視点で ある。 そ

れに対 して客観的視 点 とは、 時間 と空 間を超 えた視点 の在 り様 を示 して いる。客観的 であるがゆえの視点 の

自在 さ、時間や空 間に限定 されない無限 さは、神 の視点 とで もいうべ き、超越 的普遍 的な視点 である。 とこ

ろが、主観的視点 も客観 的視点 も、「人間 の歴史 への関心」 や 「自然 と生活 への共 感」 を もつ ことはできな

い。 それ とい うの も主観 的視 点は、いま ・ここに限定 され るため、 いま ・ここを超 えた歴史 を見 るこ とはで

きず、 自然や生活への人間の共 感を対象化す ることはできない。一方で、客観 的視点 は時間 と空 間を超 え る

ため、やは り人間の歴史を見 ることはで きないのだ。

 しか し、私 たちは、 この二 つの視 点では くくりきれ ない視点で 『旅 の絵本』 を見て いることに気づ くであ

ろう。それは、主 観的視 点のよ うに状 況に巻 き込まれて しま っているわけではないとい う点 で客観性 を もち、

完全に超越 した神の視点ではない とい う点で主観性 を もつ危 うい視点 である。 これが安野 のい う 「着 陸寸前

の視点」であ り、村松武司が指摘 した人間で も神で もない 「天使 たちの視野」 とい うことになる。 だが、筆

者は この視 点を 「ユーモアの視 点」 と呼びたい。安野 の作 品、特 に 『旅 の絵本』 は、良質 のユ ーモアに支 え

られた作品 と考え るか らであ る。 しか し、それがなぜユーモアを生 みだす とい うのか。

 先 にも述べた ように、ユーモアの視点は、主観的視 点 とも客観 的視点 とも違 う危 うい視点 であ り、 これ ら

二つの視点か ら半 歩ずれた視点なのであ る。 ユーモアの視点 は、状況 に巻 き込 まれた主観 に対 して一定 の距

離を置 くことによって獲得す ることがで きるが、状況 か ら完全 に距離 を置 いた客観 では獲得す るこ とができ

ない。 この ことか らもわか るように、決 して状況か ら一歩 はずれていない視点 なのであ る。状況 か ら半歩 だ

けずれ るということは、片足 は状況の 中に入 ってい るとい うことなのだ。

 人 は、世の 中で、 自分の力で はどうす ることもできない生 きる ことの苦悩 や苦痛 を経験す るが、 それで も

日々を生 きて いかな ければな らな い。 しか し、ユーモアの視 点でそのよ うな状況 を眺めた とき、人 は人生 の

悲劇的側面 さえ も、 さらにはそ こに生 きる自分 自身で さえ も笑 うことができ るのであ る。 それはあ ざけ りの

笑 いや優越の笑いで はな く、生を肯定 した、 自由で愛情 に満 ちた笑いだ といえ るのではないだろ うか。私 た

ちは 『旅の絵本』 を見 ることによって、 その ようなユーモアの視 点を授 か るのである。

2-3.経 験 の重 さのない世界

 しか し、 なぜ 『旅 の絵本』が このようなユ ーモアの体験 を もた らすのかについては、ただ 「着陸寸前の視

点」 とい うことだ けで は明 らかではない。 「着陸寸前の視点」 は、状 況に巻き込 まれて いる人 間の視 点で あ

る 「主観 的視点」 ではない し、す べてを見通す ことので きる超越的な神の視点で ある 「客観的視点」で もな

い。 「ユーモ アの視点」 を作 りだす仕掛 けの一つ ではあ るが、 それぞれの視点か ら半歩 ずれ ている ことだ け

で 「ユーモアの視点」 が作 りだされているわけではな い。それを実現 して いるの は、旅人の存在で ある。

 絵本 は、身体 的(=動 的作品)か あるいは非身体的(=静 的作品)か だ けで分類で きるわ けで はな いが、

その ような観点か ら分類 してみれば、『旅 の絵本』 は、旅人 の移動やその土地 に生 きる人々の営みが描かれ

てはいるが、非身体 的な静 的作 品だ と考 える ことがで きる。なぜな ら 「旅の絵本』 は、旅人を巻 き込む大事

件な どが起 こる こともな く、絵本 全体 が静 かで安心 できる世界 を描 いて いるか らである。 さ らに主観的視点

を とらない ことによ って、重層性 のない世 界を保持 していること も伺え る。 このことにつ いては、 さ らに説
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明が必要で ある。

 私た ち読者 は、通常、主人公 の視点 で、主人公 と一体 になって旅 をす る。 しか し、 そのよ うな視 点で 「旅

の絵 本』を見 ることはで きな い。なぜ な ら、 この作 品は、旅人 に中心が置かれ ているわけではないか らであ

る。『旅 の絵本 』は、旅 とい う体験 に よって成長 を遂 げる主 人公を もたな い稀有 な作 品であ る。 もし成長 す

る主 人公が存在す るので あれ ば、主人公が経験 した出来事 によって、作 品は主観的 で重層性 を もった動 的作

品にな った はずで ある。

 それに対 して、経験の積み重ね という重層性が ないということは、 この世界 は軽 やかで重 みがない とい う

ことであ る。 この ことは、私 たちが生 きている束縛 や苦悩 にまみれた現実 の世界 で、 その重 みか ら解 き放た

れ るとい う意味 において理想の世界で もある。現実世界 を自由に軽 々と飛 び超 えて い くことができるのは、

『旅 の絵本』がユー モアの視点 のみな らず、ユ ーモアの世界観 によ って支 え られているか らなのだ。

 エスカル ピは、破壊的 アイロニーの最後 の出口の一つ と して、「ユーモアと しての信仰」 を挙 げてい る[エ

スカル ピ1961:133-138]。 ここで 「信仰」 とい う言葉 を もちだす ことは、唐 突で強引 な印象を与 えるか も

しれないが、ヘ フデ ィングの全体感情 と して の大ユ ーモアを思 い出せ ば理解 が早 いだろう。苦況 に満 ちた世

の中やそ こに生 きる自分 自身を笑 うことをユ ーモア とすれ ば、 このこ とは、人間 の悲劇的側面 をユーモアに

よ って超越す ることを意味 して いるのではないだろ うか。静か に淡 々と、 しか し世界へ の信頼 は失 わずに笑

うことので きるその態度その世界観 は、 自 らの存在 を肯定す ること、す なわち世界 を信頼す る とい う意 味に

おいて宗教的で さえ あるのだ。 そのときユ ーモアは、 明 らかに信仰 とつ なが り、 ユーモアを もつ ことによ っ

て救済 され るとい って も過言で はな いので ある。神 はユーモアなど もたず、人 間だけがユ ーモアを必要 とし、

また もち得 るので ある。

3.旅 人の存在 一 永遠 と瞬間 一

3-1.『 旅の絵本dの 中の時間

 ここでは、 「旅の絵本』 で、 どのよ うに時間 や歴史 が描 かれて いるのかを、絵 本の具体的 な場面 と照 らし

合わせなが ら見て い く。 それ によって、旅人 の示す 時間の在 り様 がよ り明 らかになるだろ う。

 まず は時間の描かれ方 か ら見 てい こう。『旅 の絵本』 で、時間を示す もの として描かれて いる ものはい く

つか存在す る。 この絵本 を、旅人 も含 め、描 かれた人 々の一 日の出来事 として見 たとき、最後 の場面 の夕 日

で染 まった空 は、一 日の終 わ りとして とらえるこ とができる。 また、 それぞれの頁 の前後 関係 か ら時間の経

過を感 じとる ことがで きる。例 えば、場面6・7・8の マラ ソン大会 の様子 な どはわか りやす く9)、場面6

はマ ラソン大会 のスター ト、場面7は マラソ ンの途 中経過、場面8で は ゴールの様子 が描 かれてい る。 また、

場面 は連続 していないが、場面5で は馬車 に引 っ越 し荷物 を積む人 々の様子 が描 かれ、 場面17で はその荷

物を新居 に運 び入れて いる様子 が描かれて いる。

 この ように、時間 の経過 を伺 える ものはあるが、 それをはっき りと した形 で確認 できる ものは時計 であ る。

そ こで、時 間の象 徴で もある時計 に注 目して、『旅 の絵本』 で描 かれた時計 を探 してみた。時計が描か れた

場面で特筆 すべき は場面10・11・14・15、 表 トビラ ・裏 トビラであ っt:.i°)。場面10・11で 描かれ た時計 の

針は10時25分40秒 を指 し示 し、場面14・15で は12時20分 を指 している。絵本 を説明す るにあた り、本

論で は、見 開きの左右の頁 を一 つの場面 と して扱 っている(註9参 照)。 従 って、場 面10か ら場面11に い

くためには、絵本の頁を め くる(e時 間の経過)こ とにな る。 それ に従 い、描 かれ た場面 も変化す る。馬 に

乗 った旅人 は、瞬間移動 などできるはずが ないのだが、時計 の時 間は変化 していない。 この連続場面 におけ

る時間の一 致は、単な る偶然や安野の うっか りミスとは考え られず、安野 の意 図的 な描写 といって間違 いな

いだ ろうII)。それで は、何 のためなのだろうか。

 そ こで、 この絵本 に描かれた時代が関係 して くるのである。 この絵本 がいつ 頃の時代 の風景 を描 いた もの

なのか、疑問を もった ことはないだろ うか。穏や かでなつ か しい心安 らぐ風景 に、 このよ うな疑 問を もつ人

は案 外少な いのか もしれな い。 しか し、r旅 の絵本』 ほど、 時代 設定が あいまいで統一 感が欠 けた絵本 は珍

しい。旅人 は、 どこか 中世 を思 わせ る服装、 しか も装飾 のない地 味で 目立 たぬ没個性 の灰色 の服 を着 て、 馬

に乗 って旅をす る。馬 しか乗 り物 のない時代なのかと思えば、馬車 も馬車曳 き車 も鉄道 も自転車 も トラクター

も描 かれて おり、絵本 の中にすんな りと共存 している。人 々の服装 も、昔風 な ものか ら現代風 のもの まで様 々
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で、人 々の娯楽 もまた、昔 からある輪回 しといった素朴な ものか らコー ヒー カ ップや メ リー ゴーラウ ン ドと

いった遊園地 の乗 り物、 そ して映画館 まであるのだ。時代を特定で きるものは、 これ といって存在 しない。

 また、時間 とい うことで忘れ てはいけないのは 「死」 の表現 である。 しか し、『旅 の絵 本』 には直接的 な

死 が描 かれていないのである。例 えば、墓 を描 いた り、 ピス トルで の決闘 の様子 など、 間接 的な形 で死 を描

いてい るものはあ るが、人殺 しや死刑執行、病 院での臨終 の様子 など、直接的 な死 は描 かれていない。

 この ように見てい くと、 この世 界では、 時間や歴史 が重層 的なのではな く多層 的であ るこ とがわかる。一

つの場面の中 にも、多層 な時間や歴史を見る ことができる。 これは、 あ らゆる人生 や人 間の歴 史の凝縮 され

た姿 といって もよい。 この、流れてい るが止 ま った人 間の時間の中を、旅 人が静 かに行 き過 ぎてい くのだ。

 それ を暗示 して いるもの も、絵本の中 にはきちん と描かれてい る。 それは、絵 本の表 トビラと裏 トビラで

ある。 これ らは、 この論文の場面定義 には入れ ることのできない、 それぞれ見 開 きに対 し片側だけのイ ラス

トレーシ ョンとな って いるが、非常 に重要な意味を もつ。 この表 トビラと裏 トビラは、 まった くの逆版のイ

ラス トレーシ ョンになって いるの だ。表 トビラでは、旅人が左か ら右に向か って進んで い く。 これ は絵本が

進ん でい く方 向、つ ま り、物語が進む時間の方向で ある。一方、裏 トビラでは、旅人 はその まま前進す るこ

とな く、進行方 向を右か ら左へ と変え るのだ。旅人 は、 ここで時間の流れ を逆方 向に変えたわ けで ある。 そ

れはまるで絵本 の最初 に戻 って い くようであ り、終わ りのな い旅の ようで もある。 この表 トビラと裏 トビラ

に見 られる円環運動 は、旅人 の永遠性 を象徴 しているといえ るので はな いだろうか。 また、 ここに も時計が

登場 し、双 方の頁 ともに時計 は12時 を指 し示 しているのである。

3-2 旅 人とは何者か

 それでは、経験 する こともな くそれによ って成長 を遂 げること もない この旅人 とはいったい何者 なのだろ

うか。旅人 は、『旅 の絵本 』の どの頁 に も登場す る唯一 の人 物であ る。彼 の存在 が、 一見す ると別 々な関連

のな い風景の ように描かれたそれぞれの風景 を貫き、 その ことによ って、 この絵 本が一連 の旅 のプ ロセスを

描 いた作品 である ことを表 して いるの だ。旅人 の存在 が、 時間の静止 した風景 に、 「流れて い く時 間」 を も

た らして いるのであ る。 『旅の絵本』 の各 頁をは じめか ら順番 に並べて い くと、旅人の通 り過 ぎた道 が一 本

につ なが るi2)。そ して、旅人の一 日の行程、そ して一 日を生き る人 々の姿を見 ることができ るのであ る。

 しか し、『旅 の絵本』 には、旅人が もた らす時間 とは別の時間経過 も描かれてい る。それは、 『旅の絵本』

の頁 を少 しず らす と見えて くるのだが、前頁 に描かれた人物(物 の場合 もあ る)が 、次頁の新たな場所で、

別 の役柄 と して描かれて いるので ある。それ は、たいてい、前頁で右端 に描かれた者 は次頁 も右端の同 じ場

所 に描かれ、前頁 で左端 に描かれた者 は次頁で も左端の同 じ場所 に描かれてい る。

 場面3・4・5を 例 に、具体的 に説明 しよう。場面3の 右端に は洗濯物を干す女性が、次頁の場面4の 右

端 には干 された洗濯物、場面5の 右端 には洗濯物を取 り入れ る女性が描かれて いる。 同様 に、場面3の 左端

に描 かれ た麦刈 をす る二人の女性 は、次頁の場面4の 左端では葡萄を収穫す る姿で描かれて いる。 この よう

な描 き方 による時 間経過 は、 ほとん どすべて の頁でみ ることがで きる。 また、先 にふれたマ ラソ ン大会の時

間経過 もこれに類似 した時間経過 の表現で あるが、 いずれ も旅人 のもた らす時間 とは別の時間経過 を描 いて

いるよ うに思 われ る。

 重要 な ことは、旅人 の存在 が、時間 の静止 した風景 に 「流れて い く時間」 を もた らす ことで ある。彼が異

なる場所 に存在 す るとい うことが、私 たちに時間 の流れ を体験 させ るのだ。時 間が流 れることによって、風

景 として描かれ た日常 の生活 を営む人々の姿 も、単な る風景 の一部 か ら、「時間 の無」 に晒 された存在へ と

変貌 する。 やがていつかは、 この人 たち もまた無 に呑 み込 まれ てい くのだ。彼 らの生活 の喜 びや苦悩や悲 し

みが どれほ どの ものであ って も、 それ もまた時間の うちに消え去 って い くのである。

 その人々の傍 らを、旅 人は静 かに通 り過 ぎる。永遠 の旅人が存在す る ことによ って、人 々は無 に晒 され て

い ることを知 り、読者 もまた同様 の体験 をす るのだ。普通 な らば、絵本 も小説 も、読者 が主人公 に一体化す

ることによ って、 その物 語世 界を体験 する ことになる。 しか し 『旅 の絵本』 では、私 たちは旅人 に感情移入

す ることができない。 それは、 この旅 人が 「永遠e無 の時間」 を担 っているか らなのだ。旅人 は、破壊 的ア

イ ロニー として時間の無 を出現 させてい るともいえ るのだ。

 それに もかかわ らず、通 り過ぎる旅人 の傍 らで繰 り広げ られる人 々の生活は、誰に とっても 「時間の平等」
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を感 じず に は い られ な い 。 そ れ は、 この 旅 人 が 災 厄 を もた らす 死 神 な どで は な いか らで あ る。 ユ ー モ アの 視

点 に よ って 『旅 の 絵 本 』 で は 、 人 々の 生 活 は 逆 説 的 に肯 定 され て い る。 そ こか ら私 た ち は、 死 す べ き もの と

して の人 間 の 肯定 を 読 み と るの で あ る。

 旅 人 の もた らす 時 間 が 永 遠 な ら、 これ は過 ぎ去 って い く時 間 の 肯 定、 そ して 万 人 に 平 等 に 与 え られ た 時 間

の描 出 で あ る。 だ が 、 これ こそ が 無 に 晒 さ れ た 人 間 の 姿 で あ り、旅 人 の もた らす 時 間 とパ ラ レル に あ って こ

そ、 私 た ち は、 よ り強 い 世 界e人 生 の 肯 定 を、 『旅 の 絵 本 』 か ら読 み と る の で あ る。 先 に述 べ た 「ユ ー モ ア

と して の信 仰 」 と は、 こ うい う こ とな の だ。

 『旅 の 絵 本 』 が 、 文 化 を超 え、 ま た読 者 の年 齢 を超 え て支 持 さ れ る理 由 は こ こに あ る。 私 た ち は 、 静 か に

何 事 も起 こ らな い この世 界 が、 実 は絶 え ず 時 間 の もた らす 無 に晒 され て い る こ と、 そ れ に もか か わ らず 、 世

界 はす で に救 済 され て い る こ とを感 じ と るの だ。 『旅 の絵 本 』 は な ぜ 文 字 の な い 絵本 な の か 、 そ の こ とは 当

た り前 の よ う に受 け止 め られ て き たが 、 そ の理 由 は、 沈 黙 に よ っ て こ そ そ の永 遠 に深 く触 れ る こ とが で き る

か らで あ る。 そ して 私 た ち は改 め て、 「ユ ー モ ア の視 点 」 か ら この絵 本 を見 て い る こ とに 気 づ くの で あ る。

 ヘ フ デ ィ ング は 言 う。 「永 遠 は人 が 待 ち望 む もの で は な い し、 時 間 外 の は る か彼 方 に あ る も ので もな い。

そ れ は 常 に 現 在 的 な もの で あ り、 時 間 の なか で の あ らゆ る発 展 を説 明す る偉 大 な合 法 則 性 を示 す もの で あ る。

わ れ わ れ は回 顧 す るに しろ、 あ る い は未 来 に 向 か っ て進 む に しろ、 常 に 永 遠 を 前 提 して い る」[ヘ フ デ ィ ン

グ1982:116]と 。 私 た ち は 「旅 の絵 本 』 で 冒 険 を す るわ けで は な い し、 特 別 な 経験 を す るわ け で もな い。

しか し、何 も起 こ ら な い静 か な 旅 の 中で 、 ユ ー モ ア に よ って 心 を 自 由 に遊 ば せ る ので あ る。

車 註

1)『 旅 の絵本 』 の シ リーズ は、す べて 福音 館書 店 か ら出版 されて い る。『旅 の絵本 』(1977)は 中世 ヨー ロ ッパ、

『旅 の絵 本II』(2006改 訂 版 、1978)は イタ リア、 「旅 の絵 本 皿』(1981)は イ ギ リス、 『旅 の絵 本IV』(1983)は ア

メ リカ、 「旅 の絵本V』(2003)は スペ イ ン、 『旅 の絵 本VI』(2004)は デ ンマ ー ク、『旅 の絵本 田』(2009)は 中 国を

舞 台 に描 かれ て いる。

 また、 『旅 の 絵 本 』 は 国際 児 童年 のた め の ア ンデ ル セ ン賞特 別 優 良作 品(1978年 日本)を 、 『旅 の絵 本II』 は

BIBゴ ール デ ンア ップ ル賞(1979年 チ ェ コ)を 受 賞 してい る。英 米 圏で は、 「旅 の絵本 』 はAnno's Journeyと し

て親 しま れて い る。 この よう に国際 的 に も高 く評 価 され て い る理 由は、 『旅 の絵本 』 が シ リー ズを通 して、 文化 の

違 い を超 えた人 間 の普遍 性 に触 れ てい るか らで あ る。

2)本 論 文 で は、読 者 に 「出来事 」 を生起 させ る、 ある いは絵 本の 中 に 「出来事Jを 起 こす と きの 「出来事 」 を、

通常 とは異 な る意 味で使 用 して い る。 本論 文 で は、 私 と世 界 との境 界線 が消 えて しまい、 私 は世界 で あ り、 世界 が

私 とな るよ うな瞬 間(溶 解体 験 の生起)、 それ まで にな か った新 しい 自己 と新 しい世 界が 生起 す るよ うな瞬 間、 そ

のよ うな体験 の生起 を もって 「出来事 」 と呼 んで い る。

 安 野 の絵本 に は、読者 に遊び を通 して驚 きや 発見 の喜 びが起 き るよ うな絵本 の仕掛 け、 す なわ ち絵 本 に 「出来事」

を起 こす仕 掛 け が作 られ て い る。 『旅 の絵本 』 で は 「知 って い る もの探 し」 を通 して 遊 び とい う出来 事 が生 じる仕

掛 けが作 りだ され てい るの だ。

3)仲 田紘 基 は、 『子 ど もに読 み聞 かせ た い50冊 の 本』 の 中で、Q旅 の絵 本』 の ユー モ ア につ いて 「ちみつ に描 か

れ た画 面か ら何 か を見 つ けだす喜 び、そ れが この 絵本 の魅 力」 で あ り 「ユ ーモ アを感 じと るこ とがで き る」 と述 べ

て い る。 仲 田 は発見 の お も しろさ に着眼 して い るが、 この 読み 方 は仲 田に限 らず 「旅 の絵 本』 につ い て論 じる者 が

み な一様 に触 れ る こ とで ある。 しか し、 これ だ けで は 「旅 の絵本 』 のお も しろ さの一 面 を評価 したに過 ぎず 、 それ

を 「ユ ー モア」 とい う言 葉 で評価 してい る こと に注意 して お きたい。

4)日 本児 童 文学 学 会 第36回 研 究大 会 で、 筆者 は 「新 しい視 点 か らみ たrふ しぎ な え』一 エ ッシ ャー作 品 との

相違 か ら見 え て くる安野 の独 自性 」 とい う題 で発 表 した。 その とき、 「色」 「枠」 「絵 の ス トー リー性」 「リズム」 と

い う四 つの観 点 か ら、安 野 作品 とエ ッシ ャー作品 とを 比較 した。

5)中 村 雄二 郎 は、『遠近 法 の精神 史』 の中で 、エ ッシ ャー作 品を コン ピュータ ー ・グラ フ ィック ス化 した レー ザー

デ ィス ク 『エ ッ シャー の贈 り物 』 に対 して 、「まず、 色 がつ いて カ ラー にな れ ば、色 自体 が非客 観 的 な ものな ので

効 果 を薄 め る し、 つ ぎに動 きが 加 われ ば、静 止画 の もつ客 観性 が弱 め られ る」 と指摘 してい る。 この指 摘 か らエ ッ

シ ャー 作品 に おい て、 モ ノク ロー ムで ある こ と、版 画 で あ ることが、 作 品 に客観 性 を もたせ る効果 を生 み出 してい

るこ とがわ か る。

6)エ ッシ ャー は、「天使 と悪魔」(1941)と い う、平面 の正則分 割 の手法 に よるスケ ッチを残 してい る。 この スケ ッ

チに よ る版 画 は制 作 され なか った が、後 に 「天使 と悪 魔」 を発 展 させ、 円 によ る極 限構造 を描 いた 「円の極 限IV」

(1960)と い う木 版 の 作晶 を制 作 して い る。 この作 品 は、 彼 が一 枚の 絵 の中 に 「無限 」 を描 き だ した最 た る ものの
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一つ で あ ろう。

7)安 野 は 「『ふ しぎなえ』 の こと」 と い うエ ッセイ で、「新 しい視点 」 につ い て、次 のよ う に述 べ て い る。 「部分

と部 分 の記憶 をつ な いで い って 全体像 を組 み立 て てみ た とき、 ど こか がつ なが らなか った り、変 な つな が り方 を す

るこ と、 これ は、 道順 や地 図を思 い うかべ る とき、 よ く経験 す る ことです 。 また、 裏 と表 が混乱 す る よ うな迷 い に

め まい を感 じるこ ともあ ります。 この よ うな新 しい視 点は、 や がて、 位相 幾何 学 とい う現代 数学 の考 え方 や、 エ ッ

シ ャー やダ リの よ うな超現 実的 な芸 術世 界へ つな が ってい くの です。」[安 野1979:104-106]

8)『 ふ しぎ なえ』 の最 後 の見 開 き(pp.26-27.)は 、 大 きな水 道 の蛇 口か ら水 が 流れ 、 そ れが川 とな って小 人 の

村 を潤 し、再 び水 道(の 貯 水 タ ンクの よ うな もの)に 戻 ってい くとい うイ ラス トレー シ ョンにな ってい る。 ここに

描か れ た建物 や 人 々の暮 ら しの描 き方、 ま た水道 の 川 に見 られ る循環 には、 『旅 の絵本 』 につ な が って い く世 界観

が認 め られ る。

9)『 旅 の絵 本』 には頁 の表記 が ない。通 常 、頁 が表 記 されて いな い書物 につ い ては、 見返 しの次 の頁 か ら1頁 と

す る。 それ に従 い、表 紙、 見返 し、 その 後の 『旅 の絵 本』 の表記 が あ る頁 か ら1頁 とす る。3頁 目を表 トビラ とす

る。4～5頁 の見 開 きを場 面1と し、以 降、 場面21(44～45頁)ま で続 く。 その次 の頁 を裏 トビラ とす る。 な お、

「表 トビラ」f裏 トビラ」 の語 につ いては註10を 参照。

io) 「表 トビラ」 「裏 トビラ」 とい う言葉 は存 在 しな い。 しか し、 福音 館書 店 で制 作 した無料配 布 の小 冊子 『い た

ず らい っぱ い、 ユ ー モア た っぷ り!旅 の絵本 の秘 密 』(1988)で は、「表 トビラ」 「裏 トビラ」 とい う言葉 が使 用 さ

れて い る。福 音館 書店 に確 認 した と ころ、 本 来は、 使 用 しない言 葉で あ るが、 場面 説 明の 際、 トビラ とい う言 葉 を

使用 す る と場 面 と区別 が で き説 明 しやす い ため に使 用 した とい うことで あ る。 本論 文 で も、 説 明の ため に、 あえ て

「表 トビラ」 「裏 トビラ」 の語 を使 用 す る。

11)こ れ以外 に も、 場面5の 引 っ越 し荷 物 と場面17の 新 居 に運 び込 む引 っ越 し荷 物 に時 計 の描写 が あ る。 場 面5

よ り場面17の 時計 の方 が早 い時 刻を示 してい る。 同様 に場 面5よ り場面10の 時計 の方 が 早い時 刻 を示 して お り、

ここで もまた 『旅 の絵 本』 の世 界が 、重層 的 な時 間 と無関係 で あ るこ とを伺 い知 る ことが でき る。

12)『 旅 の絵 本』 の各 頁 をつな ぐと、旅 人 の通 り過 ぎた道 が一本 に つな が り、 まるで絵 巻物 の よ うにな り興 味深 い。

『旅 の絵 本』 と絵巻物 の相 関 関係 につ いて は、 現 在考 察 中で ある。
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